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高知県教育委員会 会議録 

 

平成２８年３月臨時委員会 

場所：教育委員室 

 

（１）開会及び閉会に関する事項 

  開会 平成２８年３月１５日（火） ９：００ 

閉会 平成２８年３月１５日（火）１１：００ 

 

（２）出席委員及び欠席委員の氏名 

 出席委員   委員長      小島 一久 

委員           久松 朋水 

委員       竹島 晶代 

委員       八田 章光 

委員        中橋 紅美 

委員（教育長）  田村 壮児 

  

（３）高知県教育委員会会議規則第９条、第 10条の規定によって出席した者の氏名 

  高知県教育委員会事務局 教育次長（総括）            田所  実 

〃      教育次長                    中山 雅需 

〃      教育次長                    永野 隆史 

〃      教育政策課長                有澤  功 

〃      小中学校課長                長岡 幹泰 

〃      高等学校課長                藤中 雄輔 

〃      文化財課長                彼末 和幸 

〃      教育政策課課長補佐      橋本 卓夫 

〃      小中学校課課長補佐      武田 浩志 

〃      高等学校課課長補佐      野田 健一 

 〃      教育政策課教育企画担当ﾁｰﾌ   津野 哲生（会議録作成） 

〃      教育政策課主任指導主事    葛原 彩子（会議録作成） 

     

（４）議事の大要及び教育長等の報告の要旨 

【冒頭】   

  委員長 ３月臨時委員会を開催する。 

教育長 （提案説明） 

委員長 本日の付議第２号は個人に関する情報を含む議案のため、付議３号及び４号は

人事に関する議案のため、非公開として取り扱うこととする。 

賛成の委員は挙手をお願いする。 

 各委員 全員挙手 

委員長 それでは、付議第２号から第４号は非公開の取扱いとする。 
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【付議第１号 平成29度高知県立高等学校入学者選抜の日程に関する議案（高等学校課）】 

○高等学校課長 説明 

○質疑 

委員長 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

事務局 

 

 

 

委員長 

 

事務局 

 

 

 

 

 

委員長 

事務局 

 

 

委員長 

事務局 

 

 

 

委員 

事務局 

 

委員長 

 

昨年から制度が変わったが、私立学校との併願等、今年の状況はどうか。 

私立高校の合格発表と入学手続き後に県立高校のＡ日程の出願期間となる

ので、私立学校との併願のし方は昨年と変わっていない。昨年と変わった

のは、追手前高校について、２月中旬の高知高等専門学校の一般試験の合

格者が、追手前高校の入試を欠席するということが考えられたが、今年の

追手前高校は、２８４名の出願者に対し、欠席者は２名だけであり、追手

前高校を希望していた者は、高専に流れることが少なかったということが

ある。私立高校については、入学手続きが終わった後に県立高校の出願と

なるので、昨年も今年も、私立高校に入学すると決めた者は、県立の入試

は受けていない状態である。 

私立高校の出願者が減っている傾向があると思うが。 

追手前高校、小津高校は、昨年は定員割れをしていた。今年は、追手前高

校はぎりぎりだったが、小津高校や高知西高校は、定員より志願者が 60名

から 70名多かった。県立高校に入学したいということで受検している者が

多かったと言える。 

制度を変えた主な理由は中学校の授業時間の確保だったが、中学校の現状

はどうか。 

中学校の校長の要望によるものであり、中学校の授業時間は確保できてい

ると思う。 

昨年度の入試の検証の場でも、２年前の前期選抜は２月の中旬にあり、合

格した者と３月の後期選抜を受検する者とで授業への取組の姿勢に差があ

ったが、３月のみになったので、最後まで授業に集中できるようになった

という意見が中学校の校長から多くあった。 

この形で安定するだろうか。 

一定期間はこの形で進めていきたい。中学校からも、制度が頻繁に変わる

ことは生徒にもよくなく、中学校としても一度制度を決めたら一定期間続

けて欲しいという意見が出ている。 

高校から課題は出ていないか。 

土日に入試業務をすると、３月は年度末で、様々な学校内での行事と入試

が重なって一か月が進み、週休日の振替がしにくいので、土日を避けて欲

しいという声はある。土日に重ならないようにするということが課題であ

り、これから研究していかなくてはならない。 

学校現場の声が大きくても、土日に行うことは決定なのか。 

30年度の入試は日月になり、次の年からは、平日になる。学校現場には迷

惑をかけるが、ご協力をいただくよう了解をもらっている。 

３月の日程はなかなか動かせない。1日が卒業式で、入試があり、次年度に

向かっての作業がある。合格者登校日はいつか。 
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事務局 

 

委員長 

事務局 

 

委員長 

各委員 

委員長 

25日がＢ日程の合格発表なので、来年度の場合、26日の日曜日か 27日の

月曜日あたりだろう。 

土日に入試を行った場合は、週休日の振替をしているということでいいか。 

はい。年度内に振り替えるのが基本だが、年度をまたいでも対応している。 

 

本事件の議決を求める。原案に賛成する委員は挙手をお願いする。 

全員挙手 

本事件を原案のとおり議決する。 

 

【付議第２号 登録審査委員の任命議案（文化財課）】 

○文化財課長 説明 

○質疑 

  

【非公開議案】  

 

 

【付議第３号 教職員の人事議案（小中学校課・高等学校課・特別支援教育課）】 

○小中学校課長及び高等学校課長 説明 

○質疑 

  

【非公開議案】  

 

 

【付議第４号 事務局職員の人事議案（教育政策課）】 

○教育政策課課長補佐 説明 

○質疑 

  

【非公開議案】  

 

 

 

（５）議決事項 

  付議第１号～第４号    原案のとおり議決 

 


